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北海道の島嶼の爬虫類・両生類のいくつかの記録

竹中　践

　近年，日本の爬虫類と両生類の減少は著し

く，環境省が2012年8月に公表した第4次レッ

ドリストでは，爬虫類の絶滅のおそれのある種

は，評価対象種のうちの37％（準絶滅危惧種

等を含めたレッドリスト掲載種は57％），両生

類は同様に33％（同65％）となっている．この

要因としては，生息地の減少や生息環境悪化

のほかに，移入・増加した捕食者の影響や他

種との交雑など，複雑な様相を呈している．

　絶滅のおそれのある種が増加している状況

において，それぞれの種の具体的な実態の把

握はある程度進んでいる．しかし，そのための

記録の量は，まだまだ不足しているといえるで

あろう．とくに，以前はふつうにみられた種ほ

ど，過去の記録は乏しく，調査記録の確認種リ

ストに記載される程度であることが多い．しか

し，近年急激に減少して，レッドリストに掲載さ

れた種の中には，以前はごくふつうにみられ，

減少することなど予想すらできなかった種も含

まれる．

　減少の兆候を察知するためには，ふつうに

みられるときにおいても具体的な記録があるこ

とが必要である．それは，まとまった報告書で

ある必要はない．その意味において，これまで










